
  

令和３年度 

学校法人昭和大学 決算の概要 

 

令和３年度 学校法人昭和大学の決算は、

令和４年５月１７日の理事会で承認頂き、同

月 27 日の評議員会にて報告しました。令和３

年度も令和２年度に続き、新型コロナウイル

ス感染症の影響が表れています。職員一人ひ

とりが感染防止対策を徹底した上で、附属病

院全体で１２８床の新型コロナウイルス感染

症病床を確保し、積極的に感染患者を受け入

れました。通常患者の受け入れも並行した結

果、医療収入は予算を大きく上回ることがで

きました。コロナ禍の状況下においても教育

環境を充実すべく、旗の台キャンパスに教育

研修棟を建築しました。学部学生の実習・演

習や卒後研修においては基本的手技や専門的

技術の修練の場、リカレントカレッジにおい

ては社会人のアカデミックな学びの場として

活用しています。外部資金の獲得は、私立大

学等経常費補助金の交付額が全国３位となり、

前年度の５位からさらに順位が上がりました。 

一．資金収支について 

資金収支は、法人の諸活動に対応する、資

金の動きを伴う全ての収入支出の内容を示し

ております。当年度の資金収入は前年度繰越

支払資金を除いた１，４５１億６，５７７万

円、資金支出は翌年度繰越支払資金を除いた

１，４２３億８，８８４万円で、支払資金が

２７億７，６９３万円の増加となりました。 

収入の部の主要科目では、予算に比べて学

生生徒等納付金収入は１，０２０万円の減額、

手数料収入は１億３，１１４万円の減額、寄

付金収入は１億９，２７６万円の減額、補助

金収入は新型コロナウイルス感染対策の補助

金が前年度に引き続き交付されたことにより

２５億２，５０４万円の増額、付随事業・収

益事業収入は２億８，０６１万円の増額、医

療収入は４７億４，８５８万円の増額、雑収

入は８億６，９６５万円の増額となりました。 

支出の部の主要科目は、予算に比べて人件

費支出が１２億９，６００万円の増額で執行

率は１０２．５％、教育研究経費支出が８６

２万円の減額で執行率はほぼ１００．０％と

なりました。この教育研究経費の中で大きな

比重を占める、薬品費・医療材料費・給食材

料費・医療委託費からなる「直接医療経費」

は医療収入の３５．０％でした。管理経費支

出は１６億３，３５６万円の減額で執行率は

７０．１％となりました。また、土地、建物

等の施設関係支出は予算に比べて６億８，３

５６万円の減額で執行率は９５．１％、教育

研究用機器備品、図書などの設備関係支出は

８億８，５５４万円の減額で執行率は７９．

６％となりました。これら以外の科目では借

入金等返済支出、資産運用支出等があります。 

二．事業活動収支について 

 事業活動収支は企業会計の損益計算に近い

もので収支均衡状態を測定し、経営状況を明

らかにするものです。諸活動の収入を合算し

た事業活動収入の合計は１，３７２億３，５

５７万円となり、予算より８２億７，５１６

万円の増額となりました。科目ごとの金額は

資金収支と重複しますので主要科目の構成割

合を示します。学生生徒等納付金は６．８％、

経常費等補助金は１０．９％、医療収入は７

８．１％となりました。一方、事業活動支出

の部合計は１，２２９億３８４万円となり、

支出合計は予算より１１億４万円の増額とな

りました。人件費は４２．８％、教育研究経

費は５２．０％、管理経費は３．６％となり

ました。なお、資金の動きを伴わない退職給



  

与引当金繰入額１９億１４７万円が人件費に、

減価償却額８０億６，８０８万円が教育研究

経費と管理経費に含まれています。新型コロ

ナウイルス感染症の治療にあたる医療従事者

に対してご支援いただきました医療資材等も

資金の動きを伴わない現物寄付として６，１

８６万円が計上されています。基本金組入前

当年度収支差額では、１４３億３，１７３万

円の収入超過、黒字となり、事業活動収支差

額比率は１０．４％となりました。基本金組

入額１２３億５，４３９万円を引いた当年度

収支差額は、１９億７，７３４万円の収入超

過となりました。 

三．貸借対照表について 

 令和４年３月 31 日現在の財産状況を示し

ております。固定資産(土地・建物・機器備品・

特定資産他)と流動資産(現金預金・未収入金

他)の資産の部合計は２，４２０億５，１２２

万円で、前年度末と比べて１４４億８，９４

４万円の増加となりました。主な変動要因と

して、有形固定資産では土地が９９億３，３

８０万円の増加、建物が２３億９８８万円、

図書が８億８，８５２万円の減少となりまし

た。特定資産では退職給与引当特定資産が退

職金の支払に充てたため１６億円減少し、校

地拡充引当特定資産は鷺沼校地の取得に充て

たため１４億８，３０８万円減少しました。

また、将来構想を実現するために新キャンパ

ス整備引当特定資産を新設し、１０億円を繰

り入れました。当年度より始まった学内預金

制度の資金は学内預金引当特定資産として、

支払資金と区分して保全管理しています。支

払資金にあたる現金預金は２７億７，６９３

万円の増加となりました。一方、固定負債(長

期借入金・退職給与引当金他)と流動負債(短

期借入金・未払金他)の負債の部合計は４５４

億３０２万円で、前年度末と比べて１億５，

７７１万円の増加となりました。長期借入金

は２１億８，７９２万円を返済して減少しま

したが、未払金と学内預金預り金が増加した

ことが負債増加の要因です。現金預金・特定

資産等の資産も同額増加しておりますので、

負債のみが増加したわけではありません。 

資産の部合計から負債の部合計を差し引い

た「正味財産」は１，９６６億４，８２０万

円で、前年度より１４３億３，１７３万円の

増加となりました。 


